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病
院
・
診
療
所
と
も
に
経
営
を
守
る
た
め
、

病
院
・
診
療
所
と
も
に
経
営
を
守
る
た
め
、

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を

地
元
選
出
国
会
議
員
へ
要
請
、談
話
発
表

地
元
選
出
国
会
議
員
へ
要
請
、談
話
発
表

　

政
府
の
医
療
費
抑
制
策
、

物
価
・
人
件
費
の
高
騰
な
ど

に
よ
る
経
費
の
増
加
が
、医

療
機
関
の
経
営
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。協
会
は
地
域
医
療

を
支
え
る
医
療
機
関
の
経
営

を
守
り
、安
全
・
安
心
な
医
療

提
供
体
制
を
維
持
す
る
た
め

に
、診
療
報
酬
大
幅
引
き
上

げ
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医

師
要
請
署
名
の
取
り
組
み
、

地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要

請
、談
話
の
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

10
月
30
日（
木
）、国
会
議

員
会
館
に
て
佐
藤
公
治
衆
議

院
議
員（
立
憲
・
6
区
）、三
上

え
り
参
議
院
議
員（
立
憲
・
広

島
）、白
川
容
子
参
議
院
議
員

（
共
産
・
比
例
）と
面
談
し
ま

し
た
。佐
藤
議
員
は
、山
積
す

る
医
療
を
め
ぐ
る
課
題
を
解

決
す
る
に
は
国
が
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。三

上
議
員
は
、開
業
医
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
我
が
事
の

問
題
と
語
り
ま
し
た
。広
島

県
の
新
病
院
構
想
を
活
か
す

な
ら
開
業
医
と
の
連
携
が

あ
っ
て
こ
そ
地
域
医
療
は
成

り
立
つ
こ
と
に
も
共
感
を
示

し
ま
し
た
。白
川
議
員
は
、診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
、物
価
高
騰

に
直
面
す
る
医
療
機
関
へ
の

緊
急
支
援
策
も
必
要
と
話
し

ま
し
た
。　

　

11
月
20
日（
木
）に
は
、福

田
玄
衆
議
院
議
員（
国
民
・
2

区
）と
面
談
し
ま
し
た
。福
田

議
員
は
署
名
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
に
頷
き
な
が
ら
、地
域

医
療
機
関
の
閉
院
・
診
療
科

の
縮
小
は
国
民
の
命
に
関
わ

る
重
大
な
問
題
と
語
り
ま
し

た
。

　

同
日
、衆
議
院
第
二
議
員

会
館
前
に
全
国
の
医
師
・
歯

科
医
師
、野
党
国
会
議
員
ら

80
名
が
集
結
し「
診
療
報
酬

の
大
幅
引
き
上
げ
し
か
な

い
！
国
会
前
集
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
は
、診
療
所
で
高
い
利

益
率
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と

し
て
診
療
所
の
診
療
報
酬
引

き
下
げ
を
狙
う
財
政
審
で
の

議
論
を
、現
実
と
大
き
く
乖

離
し
て
い
る
と
指
摘
。「
保
険

あ
っ
て
医
療
な
し
」の
状
況

に
陥
ら
な
い
よ
う
、普
通
の

診
療
が
で
き
る
体
制
を
維
持

す
る
た
め
の
診
療
報
酬
改
定

が
必
要
と
語
り
ま
し
た
。集

会
の
最
後
に
は
国
会
に
向
け

て
、国
民
医
療
を
守
れ
、医
療

機
関
へ
の
緊
急
的
財
源
措
置

を
、と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

【談話】�地域住民の命と健康、医療スタッフの雇用と
生活、地域の病院と診療所を守るために、診療
報酬大幅引き上げを

　11月11日の財政制度等審議会財政制度分科会において、「診療所の院長（開業
医）は給与水準が高い」とする資料が示され、「2026年度診療報酬改定では、診療
所について『適正化の方向で検討すべき』」との議論が行われました。そもそも医
科診療所で約4割、歯科診療所では7割超の、個人立診療所を無視したデータによ
る議論であり、その捉え方は、診療所の診療報酬引き下げという結論ありきと言
わざるを得ません。
　財務省は、この間、2024年改定を反映しない2023年度（2024年改定前）の医療法
人経営情報データベース（ＭＣＤＢ）のデータをもとに、病院の経営悪化と診療
所の黒字経営を強調。さらに2024年度の経常利益率の平均値（6.4％）をもとに、
経営に余力があると主張しています。しかし、同じデータでも、中央値は3.6％、
最頻値は0.0～1.0％となっており、平均値のみで議論を行い、設定した結論へ誘
導しようという意図が強く表れています。
　当会には会員医療機関から、「日常的な必需品の値上げが続き経営が大幅に悪
化」「医療機関の給料が低いため、看護資格を持った若い看護師が他業種に流出
している状況は危機的」「医療機器が維持できない」「正しい医療、丁寧な医療を
行うと経営が圧迫される」などの厳しい実態が寄せられており、「このままでは
地方の開業医は消滅します」と悲鳴に近い意見もみられます。
　診療報酬は看護師や歯科衛生士という職員の給与や福利厚生の原資であり、
診療に必要な医療資材や施設修繕、それらに係る消費税にも充てられています。
物価や人件費の高騰が続くなか、やむを得ず私有財産を投入して借入金の返済
や職員給与を賄う開業医療機関の現状に目を向けるべきではないでしょうか。
　赤字が注目される病院への診療報酬原資を、開業医療機関の削減分に求めよ
うという財務省の主張は、地域の診療所が果たしてきた役割、医療スタッフの存
在を軽視するもので看過することはできません。診療所と病院が連携して地域
住民の命と健康を守っていることは、先の感染症対応からみても明白です。社会
保険料の負担率上昇が国民の生活を圧迫するなか、ＯＴＣ類似薬の保険外しな
ど、さらなる患者負担増が検討されています。医療機関や国民に負担を押し付け
るのではなく、必要な医療費に財源をまわし医療費抑制を転換すべきです。2026
年診療報酬改定は、病院・診療所ともに、大幅引き上げを求めます。

　

厚
労
省
は
11
月
4
日
に
か

か
り
つ
け
医
機
能
報
告
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
公
開
し
ま
し

た
。マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
報
告

に
使
用
す
る
医
療
機
関
等
情

報
支
援
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
︱
Ｍ

Ｉ
Ｓ
）の
操
作
手
順
が
具
体

的
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告

制
度
は
、特
定
機
能
病
院（
高

度
の
医
療
の
提
供
、開
発
、研

修
を
実
施
す
る
能
力
等
を
有

し
厚
労
大
臣
が
承
認
す
る

も
の
）及
び
歯
科
医
療
機
関

を
除
く
、全
て
の
病
院
及
び

診
療
所
が
対
象
と
な
っ
て
お

り
、2
0
2
6
年
1
月
か
ら

報
告
が
始
ま
り
ま
す
。報
告

対
象
医
療
機
関
に
は
、広
島

県
か
ら
定
期
報
告
案
内
メ
ー

ル
が
送
信
さ
れ
ま
す
の
で
、

月
ま
で
の
1
年
度
分
の
実
績

が
報
告
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

報
告
は
原
則
Ｇ
︱
Ｍ
Ｉ
Ｓ

で
行
い
ま
す
。ロ
グ
イ
ン
時

の
ユ
ー
ザ
ー
名
、パ
ス
ワ
ー

ド
は
医
療
機
能
情
報
提
供
制

度
に
基
づ
く
定
期
報
告
時
に

使
用
す
る
も
の
と
共
通
で

す
。す
で
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を

有
し
て
い
る
医
療
機
関
は
、

新
た
に
申
請
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。ア
カ
ウ
ン
ト

を
持
っ
て
い
な
い
医
療
機
関

は
新
規
申
請
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
の
機

能
は
報
告
開
始
日
の
1
月
1

日
か
ら
利
用
可
能
で
す
。現

時
点
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

報
告
項
目
は「
1
号
機
能
」

と「
2
号
機
能
」に
分
か
れ
て

い
ま
す
。「
1
号
機
能
」で
は
、

17
の
診
療
領
域
ご
と
の
一
次

診
療
の
対
応
可
能
の
有
無
や

一
次
診
療
を
行
う
こ
と
が
で

か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
公
開

1
月
か
ら
の
報
告
に
備
え
る

告
内
容
は「
通
常
の
診
療
時

間
外
の
診
療
」、「
入
退
院
時

の
支
援
」、「
在
宅
医
療
の
提

供
」、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
と

連
携
し
た
医
療
提
供
」、「
そ

の
他
の
報
告
事
項
」に
分
か

れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
項

き
る
疾
患
、か
か
り
つ
け
医

機
能
に
関
す
る
研
修
の
修
了

者
や
総
合
診
療
専
門
医
の
有

無
等
を
報
告
し
ま
す
。「
2

号
機
能
」は「
1
号
機
能
」を

有
す
る
医
療
機
関
が
報
告
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。報

目
ご
と
に
報
告
事
項
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。報
告
基
準

日
は
、原
則
と
し
て
毎
年
1

月
1
日
時
点
で
す
が
、実
績

に
関
す
る
報
告
は
直
近
1
年

分
、診
療
報
酬
に
関
す
る
報

告
は
前
年
度
4
月
分
か
ら
3

佐藤衆議院議員（左）白川参議院議員

福田衆議院議員三上参議院議員
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講師の滝川先生

　

11
月
16
日（
日
）、滝
川
雅

之
先
生（
医
）緑
風
会
三
宅
ハ

ロ
ー
歯
科
小
児
歯
科
・
矯
正

歯
科
院
長（
岡
山
市
）、岡
山

大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
）を

講
師
に
、医
科
歯
科
合
同
研

究
会「
妊
娠
期
か
ら
始
め
る

親
子
予
防
歯
科
の
す
す
め
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

妊
娠
期
は
、様
々
な
口
腔

疾
患
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時

期
で
あ
り
、妊
婦
の
口
腔
衛
生

管
理
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。協
会
は
2
0
2
3

年
に
滝
川
先
生
を
講
師
に
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回

は
、よ
り
深
い
内
容
で
産
婦
人

科
併
設
医
院
で
の
健
康
支
援

の
取
り
組
み
、妊
婦
と
歯
周

病
の
関
係
、禁
煙
支
援
、小
児

の
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
な

ど
、豊
富
な
症
例
を
も
と
に

解
説
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、「
人
生
1
0
0
年

時
代
に
向
け
、妊
娠
期
か
ら

の
親
子
予
防
歯
科
が
理
想
的

で
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と

な
る
。妊
婦
と
の
信
頼
関
係

を
基
盤
と
し
て
、出
産
後
の

母
子
・
家
族
の
定
期
健
診
に

繋
げ
る
こ
と
が
大
事
。安
心
・

安
全
な
妊
婦
歯
科
診
療
を
実

践
し
、マ
イ
ナ
ス
1
歳
か
ら

の
予
防
歯
科
を
ス
タ
ー
ト

し
、出
産
後
も
家
族
の
幸
せ

安心・安全な妊婦歯科診療を安心・安全な妊婦歯科診療を
通して、子どものお口の健康通して、子どものお口の健康
を育むを育む
医科歯科合同研究会開催医科歯科合同研究会開催

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
未
来
を

育
て
て
い
く
の
は
、一
人
の

人
間
が
生
み
出
さ
れ
る
前
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。す

ご
く
神
秘
的
だ
け
ど
、と
て

も
重
要
な
こ
と
だ
と
改
め
て

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。女
性
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、す
べ
て
の
方
で
未
来

を
育
ん
で
い
く
。と
て
も
興

味
深
い
勉
強
会
で
し
た
」「
妊

婦
さ
ん
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

を
す
る
と
き
に
い
ま
ま
で
い

ろ
い
ろ
躊
躇
し
て
お
り
ま
し

た
が
明
日
か
ら
は
そ
こ
ま
で

心
理
的
抵
抗
は
な
く
な
り
そ

う
で
す
」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

医
療
機
関
へ
の
財
政
措
置

を
求
め
、県
に
要
請

県
社
保
協
の
行
動
に
参
加

　

10
月
29
日（
水
）、広
島
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会（
県

社
保
協
）は
国
民
健
康
保
険

料
の
改
定
、地
域
医
療
提
供

体
制
へ
の
支
援
な
ど
を
求

め
、広
島
県
と
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

　

県
社
保
協
か
ら
、三
次
民

主
商
工
会
の
作
田
訓
洋
事
務

局
長
が
要
請
の
趣
旨
を
説

明
。県
国
民
健
康
保
険
課
よ

り
要
請
に
対
す
る
回
答
が
あ

り
、質
疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。

　

要
請
の
な
か
で
保
険
医
協

会
か
ら
は
、こ
の
間
取
り
組

ん
だ「
緊
急
財
政
措
置
と
診

療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師

署
名
」に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
、物
価
高

騰
が
続
く
な
か
コ
ス
ト
を
価

格
に
転
嫁
で
き
な
い
医
療
機

関
の
経
営
が
危
機
的
状
況

に
あ
る
こ
と
を
訴
え
、5
月

に
県
が
行
っ
た
物
価
高
騰
・

人
材
確
保
支
援
事
業
に
引
き

続
き
、早
急
か
つ
継
続
的
な

財
政
支
援
を
実
施
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。県
側
は
、保
険

医
療
機
関
の
収
入
の
原
則
は

国
が
定
め
る
診
療
報
酬
で
あ

る
と
し
、物
価
高
騰
等
に
対

応
し
た
財
政
支
援
に
つ
い
て

も
、ま
ず
は
国
の
動
向
を
注

視
す
る
と
の
回
答
に
留
ま
り

ま
し
た
。ま
た
、長
期
的
な
医

療
提
供
体
制
の
維
持
に
向

け
、県
中
心
部
に
建
設
す
る

新
病
院
で
医
療
人
材
を
育
成

し
、医
師
派
遣
等
で
県
内
各

地
の
医
療
機
関
と
連
携
す
る

計
画
を
進
め
て
い
る
と
説

明
。協
会
は
、ま
さ
に
そ
の
連

携
先
の
地
域
の
医
療
機
関
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

「
い
ま
」の
医
療
を
守
る
た
め

の
財
政
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
と
質
し
ま
し
た
が
、支

援
策
に
つ
い
て「
検
討
す
る
」

と
の
回
答
さ
え
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
資
格
確
認
書
の

一
斉
交
付
を
求
め
る
要
請
で

は
、協
会
が
6
月
に
県
要
請

を
行
っ
た
際
、担
当
課
が「
国

の
出
方
を
見
て
対
応
を
検
討

す
る
」と
回
答
し
た
こ
と
に

触
れ
、そ
の
後
の
国
会
で
の

福
岡
資
麿
厚
労
大
臣
の「
資

格
確
認
書
の
一
斉
交
付
は
自

治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
」と
の
答
弁
に
つ
い
て
言

及
。国
の
様
子
を
伺
う
と
繰

り
返
し
て
い
た
県
に
対
し
、

大
臣
の
発
言
に
倣
っ
て
、資

格
確
認
書
の
一
斉
交
付
が
自

治
体
判
断
で
可
能
で
あ
る
こ

と
を
市
町
に
周
知
徹
底
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。県
は
、大

臣
答
弁
の
事
実
は
認
識
し
て

い
る
が
、現
時
点
で
県
内
市

町
か
ら
具
体
的
な
問
い
合
わ

せ
は
な
い
、相
談
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
、と
受
け
身
の
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、国
保
料
・
一
部
負

担
金
の
減
免
制
度
の
改
善
、

保
険
料
の
軽
減
な
ど
の
対
策

を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。ま
た
、保
険
料
滞
納
等
の

理
由
に
よ
り
資
格
確
認
書
を

所
持
し
て
い
な
い
方
へ
の
、

通
常
よ
り
も
有
効
期
限
の
短

い
資
格
確
認
書
の
交
付
を
可

能
と
す
る
事
務
連
絡
が
発
出

さ
れ
た
件
に
つ
い
て
、県
内

市
町
に
積
極
的
に
周
知
・
対

応
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

2面

3面

4面
5面

主張「民主主義を後退させる議員定数削減に反対」／
妊婦歯科診療に関する医科歯科合同研究会開催／
医療機関への財政措置を求め、県に要請
会員訪問／オンライン資格確認義務不存在確認等請
求に関する控訴審および記者・原告説明会
歯科用貴金属価格の改定について／医科・歯科Ｑ＆Ａ
雇用問題等Ｑ＆Ａ／原発よりも命の海を

本号の主な内容

　

企
業
団
体
献
金
の
見
直
し
を
理
由

に
、26
年
続
い
た
公
明
党
と
の
連
立
政

権
は
解
消
さ
れ
た
。政
権
維
持
を
模
索

す
る
高
市
総
裁
は
、日
本
維
新
の
会（
維

新
）と
閣
外
協
力
の
形
で
連
立
を
合
意

し
た
。企
業
団
体
献
金
に
つ
い
て「
公

開
」と
す
る
自
民
党
に
対
し
、「
完
全
廃

止
」を
主
張
し
て
き
た
維
新
だ
が
、連
立

入
り
に
際
し
て
は「
在
り
方
を
検
討
す

る
た
め
の
協
議
体
の
設
置
」ま
で
後
退
。

か
わ
っ
て
連
立
入
り
の
絶
対
条
件
と
し

て「
議
員
定
数
の
削
減
」を
求
め
、今
で

は
定
数
削
減
法
案
否
決
は
衆
院
解
散

の
大
義
と
な
る
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い

る
。

　

衆
議
院
で
は
小
選
挙
区
比
例
代
表
並

立
制
導
入
に
よ
り
、小
選
挙
区
3
0
0
、

比
例
代
表
2
0
0
の
定
数
5
0
0
と

定
め
た
の
が（
1
9
9
4
年
）、戦
後
の

大
き
な
改
革
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

2
0
0
0
年
に
比
例
代
表
20
削
減
、

2
0
1
6
年
の
ア
ダ
ム
ズ
方
式
導
入

の
際
に
、小
選
挙
区
2
8
9
、比
例
代
表

1
7
6
へ
と
10
減
が
実
施
さ
れ
た
。参

議
院
で
も
2
0
0
0
年
の
非
拘
束
名
簿

式
比
例
代
表
制
導
入
時
に
10
減
が
決
定

さ
れ
て
い
る
。

　

政
治
不
信
が
高
ま
る
と
、国
民
生
活

の
窮
状
を
背
景
に「
税
金
の
む
だ
」を
減

ら
す
た
め
に
議
員
定
数
削
減
を
求
め
る

意
見
が
出
る
が
そ
の
反
動
は
大
き
い
。

衆
院
比
例
区
の
50
減
を
主
張
す
る
維
新

の
地
元
大
阪
府
議
会
で
は
、議
員
削
減

に
よ
り
維
新
議
員
が
過
半
数
を
占
め
、

大
阪
都
構
想
を
め
ぐ
っ
て
民
意
と
議
会

に
ね
じ
れ
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2
0
2
4
年
の
衆
院
選
結
果
を
も
と
に

し
た
試
算
で
、減
少
率
は
自
民
と
立
憲

が
10
％
以
下
、維
新
13
％
、国
民
14
％
、

公
明
党
・
共
産
党
で
25
％
、れ
い
わ
33
％

と
、
中
小
政
党
ほ
ど
減
少
率
が
大
き

く
な
る
。地
方
の
選
挙
区
で
議
席
が
減

少
す
れ
ば
、地
方
の
意
見
は
反
映
さ
れ

に
く
く
な
り
、都
市
部
と
の
格
差
は
さ

ら
に
拡
大
す
る
。
比
例
を
削
減
す
る

こ
と
で
、1
6
3（
56
％
）の
選
挙
区
で

2
8
0
0
万
票
の「
死
票
」を
生
ん
だ
小

選
挙
区
制
の
歪
み
も
拡
大
す
る
。若
年

層
や
女
性
が
議
員
に
な
る
こ
と
も
難
し

く
な
る
だ
ろ
う
。女
性
議
員
数
は
世
界

1
6
7
か
国
中
1
3
0
位
、人
口
当
た

り
の
議
員
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
38
か

国
中
36
番
目
と
い
う
日
本
で
、後
退
に

向
か
う「
改
革
の
セ
ン
タ
ー
ピ
ン
」（
維

新
・
吉
村
代
表
）な
ど
あ
り
得
な
い
。

　
「
税
金
の
む
だ
」を
減
ら
し
た
い
と
い

う
国
民
感
情
は
理
解
で
き
る
が
、議
員

は
主
権
者（
国
民
）の
代
弁
者
で
あ
り
、

そ
の
削
減
は
自
縄
自
縛
と
も
言
え
る
。

「
死
票
」を
多
く
生
み
出
し
民
意
を
反
映

し
に
く
い
選
挙
制
度
で
議
席
を
増
や

し
、議
席
数
に
応
じ
て
政
党
助
成
金
を

得
る
。そ
し
て
そ
の
お
金
を
身
内
で
還

流
す
る
政
党
も
あ
る
。議
員
定
数
削
減

よ
り
も
、年
間
3
1
5
億
円
と
い
う
政

党
助
成
金
こ
そ
、「
税
金
の
む
だ
」と
し

て
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

主　張

民
主
主
義
を
後
退
さ
せ
る
議
員

定
数
削
減
に
反
対
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も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
国
か
ら
一
年
後
に
念
願

の
フ
レ
ン
チ
ポ
リ
ネ
シ
ア
に

到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ガ
ラ
パ
ゴ
ス
、マ
ル
ケ

サ
ス
、タ
ヒ
チ
、フ
ィ
ジ
ー
、

バ
ヌ
ア
ツ
、ニ
ュ
ー
カ
レ
ド

ニ
ア
、パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、パ
ラ
オ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

台
湾
と
回
り
石
垣
島
で
入
国

し
ま
し
た
。入
国
審
査
で
は

船
の
運
転
免
許
が
切
れ
て
い

て
、保
安
庁
の
係
官
に
こ
っ

ぴ
ど
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。も

し
や
と
思
っ
て
車
の
免
許
証

を
見
て
み
る
と
、こ
れ
も
3

か
月
前
に
切
れ
て
い
ま
し

た
。一
万
円
札
、千
円
札
も
変

わ
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

家
族
や
友
人
に
出
迎
え
ら

れ
、瀬
戸
田
に
帰
っ
た
の
は

2
0
2
5
年
7
月
で
し
た
。

白
髪
が
増
え
た
友
人
を
見
る

と
、ふ
っ
と
浦
島
太
郎
の
気

分
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
年
間
の
ヨ
ッ
ト
の
旅
で

は
、人
々
の
優
し
さ
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
一

番
の
思
い
出
で
す
。現
地
で

は
ヨ
ッ
ト
で
寝
泊
ま
り
し
て

い
ま
し
た
。宿
泊
費
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
1
～
2
か
月

間
滞
在
す
る
こ
と
も
あ
り
、

各
地
で
出
会
っ
た
地
元
の
人

た
ち
や
移
住
し
て
い
る
日
本

人
と
交
流
し
、様
々
な
生
き

方
が
あ
る
の
だ
と
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
後
は
、地

元
の
島
の
子
ど
も
た
ち
に

ヨ
ッ
ト
を
教
え
て
、海
の
す

ば
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
た
ら

良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

緒
に
診
療
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〇
78
歳
の
と
き
に
、約
2
年

か
け
て
太
平
洋
一
周
さ
れ
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
に
ヨ
ッ
ト
部
で

活
動
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、50
歳
の
時
に
ヨ
ッ
ト
を

購
入
し
ま
し
た
。「
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
―
」号
と
命
名
し
、い
つ

か
サ
ン
ゴ
礁
が
綺
麗
な
南
太

平
洋
諸
島
に
行
っ
て
み
た
い

と
夢
見
て
い
ま
し
た
。た
だ
、

入
院
患
者
さ
ん
も
い
る
医
院

を
留
守
に
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、そ
の
夢
は
心
の
中
に
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。77
歳
の

時
に
私
の
夢
を
聞
い
て
く
れ

た
医
師
が
、代
診
を
申
し
出

て
く
れ
た
こ
と
で
、夢
を
実

現
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。

　

テ
ス
ト
航
海
を
経
て

2
0
2
3
年
6
月
に
出
航
し

ま
し
た
。偏
西
風
に
乗
っ
て

ア
ラ
ス
カ
州
ま
で
行
き
、カ

ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸

を
南
下
し
、メ
キ
シ
コ
か
ら

貿
易
風
に
乗
っ
て
南
太
平
洋

を
西
に
向
か
っ
て
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
し
な
が
ら

帰
る
と
い
う
、太
平
洋
を
時

計
回
り
に
航
海
す
る
計
画
を

立
て
ま
し
た
。航
海
中
、骨
折

や
船
の
損
傷
な
ど
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
や
自
転
車
の
盗
難
に

〇
開
業
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

父
は
、瀬
戸
田
町
で
開
業

医
を
し
て
い
ま
し
た
が
、私

は
同
志
社
大
学
工
学
部
に

入
学
し
ま
し
た
。幼
少
の
頃

か
ら
、機
械
い
じ
り
が
好
き

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。大
学
卒

業
後
は
、ゼ
ミ
の
先
生
の
勧

め
で
愛
媛
の
製
紙
会
社
に

勤
め
は
じ
め
ま
し
た
。20
代

後
半
の
頃
、父
が
体
調
不
良

の
た
め
、若
い
医
師
が
手
伝

い
に
来
て
い
ま
し
た
。二
人

が
診
療
を
し
て
い
る
姿
を
見

て
、私
も
父
と
一
緒
に
仕
事

を
し
た
い
と
思
い
、医
学
部

を
目
指
す
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。大
学
は
、横
浜
市
立
大

学
医
学
部
に
入
学
し
、卒
業

後
は
地
元
に
戻
り
、父
と
一

会員訪問◯157会員訪問◯157会員訪問◯157会員訪問◯157
永井　晃　先生永井　晃　先生永井　晃　先生永井　晃　先生

永井医院
（尾道市）
永井医院
（尾道市）
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金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」解
消

の
た
め
の
措
置
を

　

歯
科
治
療
で
使
用
さ
れ
る

「
歯
科
鋳
造
用
12
％
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
」（
金
パ
ラ
）

の
告
示
価
格
が
、2
0
2
5

年
12
月
1
日
か
ら
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
新
し
い
告
示

価
格
は
1
グ
ラ
ム
あ
た
り

3
8
0
2
円
で
、前
回
9
月

改
定（
3
4
4
5
円
）
か
ら

3
5
7
円（
10
・
4
％
）の
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
。こ
れ

を
30
グ
ラ
ム
換
算
す
る
と

11
万
4
0
6
0
円
と
な
り
、現

行
の
10
万
3
3
5
0
円
か
ら

1
万
7
1
0
円
の
上
昇
で
す
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、7
月

か
ら
9
月
ま
で
の
間
に
取
引

さ
れ
た
素
材
の
平
均
価
格
を

も
と
に
算
定
さ
れ
て
お
り
、

10
月
以
降
に
見
ら
れ
る
金
価

格
の
急
激
な
上
昇
は
今
回
の

算
定
に
は
反
映
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。今
後
に
お
い
て
も
、12

月
随
時
改
定
で
定
め
ら
れ
た

告
示
価
格
と
、実
際
の
取
引

価
格
の
間
に
逆
ザ
ヤ
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。歯

科
医
療
機
関
で
持
ち
出
し

が
生
じ
な
い
よ
う
な
金
パ
ラ

保
険
償
還
価
格
に
す
る
こ
と

や
、急
激
な
価
格
変
動
が
生

じ
た
場
合
に
は
、緊
急
改
定

を
行
う
こ
と
な
ど
を
引
き
続

き
求
め
て
い
き
ま
す
。

日常診療・請求のご相談は
広島県保険医協会まで
会員医師・歯科医師限定

（会員医療機関スタッフ含む）
お電話・ＦＡＸでも受け付けています。
TEL 082-262-5424　FAX 082-262-5427

質問フォーム

https://x.gd/NZ9rr

　支払基金ホームページに掲載されている審査の一般的な取扱いを
抜粋して紹介します（第26回、第27回から抜粋）。全文は支払基金ホー
ムページから閲覧可能です。ご確認ください。

　【入院料等】　
1．�網膜剥離、眼内炎、眼外傷及び急性緑内障発作に対する救急医療管
理加算1の算定について《2025年7月31日》

　�入院初日に次の傷病名に対して緊急手術が実施された場合におけ
るＡ205「1」救急医療管理加算1の算定は、原則として認められる。

　⑴網膜剥離⑵眼内炎⑶眼外傷⑷急性緑内障発作

　【検査】
2．�入院時検査（ＨＢｓ抗原定性・半定量等）の算定間隔について《2025
年7月31日》

　次の入院時検査の算定間隔は、原則として3か月に1回とする。
　�⑴Ｄ013「1」ＨＢｓ抗原定性・半定量、「3」ＨＢｓ抗原⑵Ｄ013「5」Ｈ

ＣＶ抗体定性・定量

3．�Ｂ型慢性肝炎に対するＨＢｃ抗体半定量・定量の算定について
《2025年7月31日》

　�Ｂ型慢性肝炎の経過観察に対するＤ013｢6」ＨＢｃ抗体半定量・定
量の算定は、原則として認められない。

4．�子宮頸管粘液採取と細胞診（婦人科材料等によるもの）（子宮腟部
びらん等）の算定について《2025年7月31日》

　�次の傷病名に対するＤ418「1」子宮頸管粘液採取とＮ004細胞診「1」
婦人科材料等によるものの算定は、原則として認められる。

　⑴子宮腟部びらん⑵子宮頸部異形成⑶子宮頸癌疑い

　【投薬】
5．�ブロムヘキシン塩酸塩【吸入液】（ＣＯＰＤ）の算定について《2025
年7月31日》

　�慢性閉塞性肺疾患（慢性気管支炎・肺気腫）に対するブロムヘキシ
ン塩酸塩【吸入液】（ブロムヘキシン塩酸塩吸入液0.2％）の算定は、
原則として認められる。

6．�肝機能障害に対するウルソデオキシコール酸の投与量について
《2025年7月31日》

　�肝機能障害に対するウルソデオキシコール酸（ウルソ錠等）の投与
量は、原則として1日300㎎まで認められる。

7．�単なる慢性肝炎に対するウルソデオキシコール酸の投与量につい
て《2025年7月31日》

　�単なる慢性肝炎に対するウルソデオキシコール酸（ウルソ錠等）の
投与量は、原則として300㎎まで認められる。

　【リハビリテーション】
8．�未破裂脳動脈瘤術後に対する脳血管疾患等リハビリテーション料
の算定について《2025年8月29日》

　�未破裂脳動脈瘤の術後に対するＨ001脳血管疾患等リハビリテー
ション料の算定は、原則として認められない。

　【処置】
9．鼻処置（副鼻腔炎等）の算定について《2025年7月31日》
　�①副鼻腔炎（急性・慢性）に対するＪ097鼻処置（鼻吸引、単純鼻出血

及び鼻前庭の処置を含む。）の算定は、原則として認められる。
　�②次の傷病名に対するＪ097鼻処置（鼻吸引、単純鼻出血及び鼻前

庭の処置を含む。）の算定は、原則として認められない。
　�⑴急性咽頭炎⑵咽頭炎⑶急性上気道炎（6歳以上の患者）⑷慢性上

気道炎

10．創傷処置（挫創）の算定について《2025年7月31日》
　�挫創に対するＪ000創傷処置「1」100平方センチメートル未満の算

定は、原則として認められる。

11．�気管切開術後の創傷処置の算定について
《2025年8月29日》

　�Ｋ386気管切開術後のＪ000創傷処置「1」100平
方センチメートル未満の算定は、原則として14
日まで認められる。

社保情報  支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）

支払基金ＱＲコード

https://tinyurl.com/27kwmetx

（歯冠修復及び欠損補綴）
Q1 上下顎の義歯を製作する場合の歯科技工士連携加算1の取扱いに
ついて、例えば、上顎義歯については、咬合採得時に歯科技工士連携
加算1を算定し、下顎義歯については、仮床試適時に歯科技工士連携
加算1を算定することは可能か。
A1 算定可能です。

　※歯科点数表の解釈（2024年6月版、社会保険研究所、以下、青本）p399 
事務連絡2024.3.28「歯科」問40

Q2 咬合圧等の関係から、接着ブリッジの支台歯として、失活歯の大臼
歯に対して全部金属冠による金属歯冠修復を行った場合はどのよう
に算定するのか。
A2 この場合、大臼歯の金属歯冠修復は全部金属冠で算定してください。

　※青本p408事務連絡2012.4.20「歯科」問8

（医学管理等）
Q1 生活習慣病管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ）について、糖尿病の患者に対して、
患者の状態に応じて年1回程度眼科の医師の診察を受けるよう指導
を行うこと、また、歯周病の診断と治療のために歯科医療機関への受
診を促すことが算定要件とされている。これらは必要に応じて主治医
が判断すればよいと考えるが、主治医の判断で指導しなかったとして
も算定要件は満たすと考えてよいか。
A1 生活習慣病管理料は脂質異常症、高血圧症、糖尿病を主病とする
患者の治療において、生活習慣に関する総合的な治療管理が重要で
あることから設定された点数です。治療計画を策定し、その計画に基
づいて歯科医師や薬剤師、看護職員等の多職種と連携して実施する
ことが望ましいとされています。「総合的な治療管理」として、眼科や
歯科の受診を促すことが算定要件とされていることから、しなかった
場合は算定要件を満たさないと考えます。

歯科点数等 Q＆A

医科点数等 Q＆A
歯科

【金パラの告示価格】

9月改定 12月改定

3,445円（1g） ➡ 3,802円 ↑ 357円（10.4％）

103,350円（30g） ➡ 114,060円 ↑ 10,710円



（5）2025年12月10日（第598号） （毎月１回発行）広 島 保 険 医 新 聞

の
事
項
に
つ
い
て
、労
働
者

の
意
向
を
個
別
に
聴
取
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

≪
意
向
聴
取
の
時
期
≫

①
労
働
者
が
本
人
ま
た
は
配

偶
者
の
妊
娠
・
出
産
等
を
申

し
出
た
と
き

②
労
働
者
の
子
が
3
歳
の
誕

生
日
の
1
ケ
月
前
ま
で
の
1

年
間

（
1
歳
11
ヶ
月
に
達
す
る
日

の
翌
々
日
か
ら
2
歳
11
ヶ
月

に
達
す
る
日
の
翌
日
ま
で
）

※
意
向
聴
取
の
時
期
は
、①
、

②
の
ほ
か
、「
育
児
休
業
後
の

復
帰
時
」等
に
も
実
施
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

≪
聴
取
内
容
≫

①
始
業
お
よ
び
終
業
の
時
刻

等
の
勤
務
時
間
帯

②
勤
務
地（
就
業
の
場
所
）

③
両
立
支
援
制
度
等
の
利
用

期
間

④
仕
事
と
育
児
の
両
立
の
支

障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資

す
る
就
業
の
条
件
と
し
て
希

望≪
意
向
聴
取
の
方
法
≫

①
原
則
、面
談（
オ
ン
ラ
イ
ン

面
談
も
可
能
）も
し
く
は
書

面
交
付

②
労
働
者
が
希
望
し
た
場
合

の
み
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

等
の
い
ず
れ
か

（
2
）聴
取
し
た
労
働
者
の
意

向
に
つ
い
て
の
配
慮

　

事
業
主
は
、（
1
）に
よ
り

聴
取
し
た
労
働
者
の
仕
事
と

育
児
の
両
立
に
関
す
る
意
向

に
つ
い
て
、自
社
の
状
況
に

応
じ
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

≪
具
体
的
な
配
慮
の
取
組
例
≫

・
勤
務
時
間
帯
、勤
務
地
に
か

か
る
調
整

・
業
務
量
の
調
整

・
両
立
支
援
制
度
等
の
利
用

期
間
等
の
見
直
し

・
労
働
条
件
の
見
直
し
等

　

自
社
の
状
況
に
応
じ
て
、

そ
の
意
向
に
可
能
な
範
囲
で

配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、検
討
の
結
果
、労
働
者
か

ら
聴
取
し
た
意
向
に
沿
っ
た

対
応
が
困
難
な
場
合
に
は
、

困
難
な
理
由
を
労
働
者
に
説

明
す
る
な
ど
の
丁
寧
な
対
応

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士

白
鷺
克
憲

　

前
回
に
引
き
続
き
2
0
2
5

（
令
和
7
）年
か
ら
段
階
的
に

施
行
さ
れ
て
い
る
育
児
・
介

護
休
業
法
の
改
正
の
う
ち
、

2
0
2
5（
令
和
7
）年
10
月

1
日
か
ら
施
行
と
な
り
義
務

化
さ
れ
た「
仕
事
と
育
児
の

両
立
に
関
す
る
個
別
の
意
向

聴
取
・
配
慮
」つ
い
て
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関

す
る
個
別
の
意
向
聴
取
・
配

慮
】

（
1
）妊
娠
・
出
産
等
の
申
出

時
と
子
が
3
歳
に
な
る
前
の

個
別
の
意
向
聴
取

　

事
業
主
は
、労
働
者
が
本

人
ま
た
は
配
偶
者
の
妊
娠
・

出
産
等
を
申
し
出
た
時
と
、

労
働
者
の
子
が
3
歳
に
な
る

ま
で
の
適
切
な
時
期（
※「
柔

軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た

め
の
措
置
」に
あ
る「
個
別
の

周
知
や
意
向
確
認
」と
一
緒

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
こ
と

も
可
能
で
す
）に
、子
や
各
家

庭
の
事
情
に
応
じ
た
仕
事
と

育
児
の
両
立
に
関
す
る
以
下

　

実
は
能
登
半
島
に
は

2
0
2
3
年
に
事
実
上
中
止

と
な
っ
た
が
、関
西
電
力
と

中
部
電
力
に
よ
る
珠
洲
原
発

の
構
想
が
あ
っ
た
。関
西
電

力
は
高
屋
地
区
・
中
部
電
力

は
寺
家
地
区
を
予
定
地
と

し
て
、将
来
的
に
は
発
電
量

1
0
0
0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

一
大
原
発
基
地
を
つ
く
る

計
画
も
検
討
し
て
い
た
。こ

の
計
画
は
珠
洲
方
式
と
い

う
、自
治
体
主
導
の
誘
致
方

式
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。驚

く
こ
と
に
1
9
8
6
年
4
月

起
し
て
お
り（
写
真
③
）、ど

ち
ら
も
建
設
さ
れ
て
い
た
ら

原
発
事
故
は
必
発
で
あ
っ
た

と
推
測
で
き
た
。当
時
反
対

運
動
を
行
っ
て
い
た
方
に
話

を
聞
い
た
が
、今
回
の
地
震

直
後
に
多
く
の
方
か
ら
原
発

事
故
を
未
然
に
防
い
だ
こ
と

に
関
し
て
感
謝
の
電
話
連
絡

が
入
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

2
0
2
5
年
9
月
18
日
原

子
力
規
制
委
員
会
で
電
力
会

社
に
対
し
て
比
較
的
厳
し
い

意
見
を
言
っ
て
い
た
委
員
が

退
任
記
者
会
見
で
、避
難
の

リ
ス
ク
と
被
ば
く
の
リ
ス
ク

を
比
較
し
て
、ど
ち
ら
を
優

先
す
べ
き
か
で
減
災
指
針
を

決
め
た
と
言
っ
て
い
た
が
、

そ
も
そ
も
地
震
大
国
で
原
発

を
稼
働
す
る
と
い
う
こ
と
自

体
が
無
理
筋
な
話
で
あ
る
こ

と
が
、こ
の
15
年
で
分
か
っ

た
こ
と
だ
と
思
う
。そ
れ
を

無
視
し
て
結
果
あ
り
き
の
減

災
指
針
を
作
り
、原
発
を
温

存
し
て
い
く
考
え
方
は
国
の

消
滅
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

暴
挙
で
あ
る
と
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
。し
か
し
、こ
の
よ
う

な
議
論
の
流
れ
を
知
ら
な
け

れ
ば
、規
制
委
員
会
と
い
う

権
威
の
あ
る
国
の
組
織
が
国

民
を
守
る
た
め
に
、東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
や
能
登
半
島
地
震
の
教

訓
を
も
と
に
、十
分
科
学
的

な
議
論
を
行
な
っ
た
上
で
原

災
指
針
が
確
定
し
て
い
る
の

で
間
違
い
な
い
と
思
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。

　

原
発
再
稼
働
推
進
を
公
約

に
当
選
し
た
志
賀
町
町
長
の

稲
岡
健
太
郎
氏
は
2
0
2
4

年
2
月
3
日
の
中
日
新
聞

の
記
事
で
、以
前
年
一
回
行

わ
れ
て
い
た
原
発
避
難
訓

練
に
関
し
て「
海
に
も
空
に

も
逃
げ
ら
れ
な
い
。現
実
的

で
な
く
、訓
練
の
た
め
の
訓

練
だ
っ
た
。抜
本
的
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
」と
語
っ
て

い
る
。原
災
指
針
を
策
定
す

る
規
制
委
員
会（
国
）も
避
難

計
画
を
策
定
す
る
各
自
治
体

も
、当
事
者
の
意
見
を
聞
い

た
現
実
的
な
対
応
を
す
べ
き

で
あ
る
。ま
た
、我
々
一
般
市

民
に
関
し
て
も
、最
終
的
な

原
災
指
針
を
見
て
納
得
す
る

の
で
は
な
く
、ど
の
よ
う
な

前
提
で
議
論
さ
れ
て
き
た
の

か
を
し
っ
か
り
監
視
し
、必

要
な
部
分
は
批
判
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

26
日
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、地
元
珠
洲
市
議
会

は
同
年
6
月
14
日
に
原
発
誘

致
を
決
議
し
誘
致
を
進
め
て

い
た
。電
力
会
社
と
行
政
の

連
携
の
上
で
進
め
て
行
っ
た

原
発
誘
致
だ
っ
た
が
、地
元

の
人
々
の
粘
り
強
い
反
対
運

動
が
建
設
を
許
さ
ず
、計
画

か
ら
約
30
年
後
に
電
力
会
社

の
事
情
も
あ
り
計
画
が
凍
結

さ
れ
た
。あ
ら
た
め
て
そ
の

建
設
予
定
地
に
行
っ
て
み
る

と
、関
西
電
力
の
建
設
予
定

地
で
あ
る
高
屋
地
区
に
は
土

砂
崩
れ
を
警
告
す
る
立
て
看

板
が
多
数
あ
り（
写
真
①
）、

実
際
に
そ
の
場
所
で
崖
崩
れ

が
起
こ
っ
て
い
た
。（
写
真

②
）寺
家
地
区
で
は
炉
心
予

定
地
の
海
底
が
広
範
囲
で
隆

東京電力福島第一原子力東京電力福島第一原子力
発電所事故・能登半島地震発電所事故・能登半島地震
後の原子力防災（下）後の原子力防災（下）

種市　靖行　
（石川県保険医協会理事）

命の海を

原発よりも

180

テトラポッドの手前の人が歩いているところは、元の海底です

●①

●②

●③

　

雇
用
問
題
等
に
関
す

る
ご
質
問
・
ご
意
見
、読

ま
れ
て
の
ご
感
想
等
を

お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す（
6
面
に
掲
載
）。詳

し
く
は
協
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に

つ
い
て
②

雇用問題等Ｑ＆Ａ

面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯212◯212

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

～明日は我が身
広島協会会員価格
2,000円（税込・送料別）
お申込みは京都府保険医協会ま
でTEL 075-212-8877

広島保険医新聞寄稿集
原発よりも命の海を

様々な視点から原発・環境
問題をみつめる寄稿集で
す。ご入用の方は協会まで
ご連絡ください。
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ホームページアドレスは、広島県保険医協会　https://www.hiroshima-hokeni.net/　保険医厚生会　https://kousei-kai.net/

県下6会場、無料でどなたでもご参
加いただけます。

2月1日（日）　福山／三次
2月7日（土）　尾道／東広島
2月8日（日）　呉／広島

お申込みは不要です。
詳細は同封のチラシを確認
ください。

ウ ナ イ
透明な闇 ＰＦＡＳ汚染に立ち向かう

広島県保険医協会（保険医厚生会）で取り扱っている衛生材料について、送料サービス
（無料）の注文金額が変更となります。できるだけまとめてのご利用をおすすめします。
【送料無料となる注文金額】

・
2
0
2
6
年
度
診
療
報
酬

改
定
、健
康
保
険
証
の
使
用

継
続
、患
者
負
担
増
ス
ト
ッ

プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

・
国
会
議
員
要
請
・
会
員
署
名

の
大
臣
提
出
・
集
会
参
加
を

決
定
。

・
保
険
証
復
活
を
求
め
る
署

名
の
推
進
。街
頭
宣
伝
を
計

画
。

・
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募

状
況
の
審
査
結
果
を
報
告
。

・
オ
ン
資
控
訴
審
傍
聴
、報
告

集
会
参
加
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
今
後
の

行
事
計
画
に
つ
い
て
討
議
、

決
定
。

②
経
営
税
務

・
保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
広
島
国
税
局
懇
談
に
向

け
た
予
定
を
確
認
。

③
広
報
文
化

・
広
島
保
険
医
新
聞
企
画
案
、

主
張
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討

議
、決
定
。

・
文
化
行
事
、市
民
公
開
企
画

の
進
捗
を
確
認
。

④
共
済

・
休
保
制
度
給
付
金
請
求
審

査
お
よ
び
加
入
審
査
。

・
保
険
医
年
金
後
期
普
及
結

果
を
報
告
。

⑤
総
務
・
財
政

・
備
品
の
購
入
に
つ
い
て
。

⑥
行
事
・
会
議
予
定

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑦
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等

を
確
認
。保
団
連
行
事
へ
の

会
員
参
加
勧
奨
を
決
定
。

⑧
そ
の
他

・
参
加
団
体
の
活
動
ニ
ュ
ー

ス
を
紹
介
。

　

2
0
2
5
年
11
月
11
日

（
火
）、第
25
期
第
6
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の

報
告
】

・
第
25
期
第
5
回
理
事
会
の

決
定
事
項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
討
議
内

容
、報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事

の
参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現

勢
の
報
告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ

い
て

　

今
年
も
最
後
の
保
険
医
新

聞
と
な
り
ま
し
た
。私
自
身

も
、歳
を
重
ね
る
ご
と
に
日

が
経
つ
の
が
早
く
な
り
、つ

い
こ
の
前
新
年
を
迎
え
た
よ

う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
様
々
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。日
本
で
も
海
外

で
も
落
ち
着
き
な
く
、ザ
ワ

ザ
ワ
し
た
一
年
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。今
年
最
後
に
日

本
初
の
女
性
総
理
大
臣
誕
生

と
、26
年
ぶ
り
の
自
民
党
と

公
明
党
と
の
連
立
解
消
、そ

し
て
自
民
党
と
維
新
と
の
連

立
。来
年
こ
そ
は
穏
や
か
な

一
年
に
な
る
と
い
い
な
と
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。�（
Ｔ
）

12月22日（月）
1

1
12月26日（金）12

6
25

編
集
後
記

広島県保険医協会
旧Twitter

＠hokeni_info

広島保険医新聞
への投稿、新聞紙
面へのご意見を
お寄せください。
写真や絵画など、作品の画像
も募集しています。
https://tinyurl.com/27gfv9kq

広島保険医新聞
投稿・ご意見フォーム

衛生材料の送料サービスの改定について お知らせ

注文用紙は本紙同封

市民公開映画会
保団連
情報サービスのご案内

保険医協会会員限定サイトには、他の保険
医協会等が開催する研究会のご案内（参加
もできます）や全国保険医新聞等のアーカ
イブなどがギッシリ。
ぜひ、ご登録ください。

●12月17日（水）14：30～16：00（京都府保険医協会）
　�医療界を取り巻く最新情勢―これからの医療政
策に備える―

　中村　暁　氏（京都府保険医協会事務局次長）
その他にも様々なテーマの企画を掲載

登録はこちらから
会員ならどなたでも
無料で

～2025年12月 ➡ 2026年1月～
16,500円以上注文 27,500円以上注文

講師：御江　慎一郎　先生
　　　�山口県保険医協会理事・研究部長、全国保険医団体

連合会社保・審査対策部員
日時：2026年1月14日（木）19：00～20：30
場所：広島グランドインテリジェントホテル3F「光琳」
オンライン（ZOOM）でもご参加いただけるハイブリッ
ドセミナーです。※要事前申込
会員の先生方には案内を郵送しています。

動画配信は12月19日まで
期間中はくりかえし視聴いただけます。
※修了証の発行あり

医療安全管理・院内感染対策セミナー

保険審査の現状と対策～保険請求アレコレ～

　医科審査対策研修会　

　医科動画配信　


